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２．１６ 共通補機 

（３）汚泥ポンプ(一軸ネジ式) 

① 据付手順 

（ア）汚泥ポンプ（一軸ネジ式）据付フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 図 作 成 

基 準 線 の 設 定 

（ 墨 出 し ） 

基準線の墨出し 

平面的中心線の 

墨 出 し 

基 礎 の 築 造 

 

据付位置と建屋の

柱・壁の位置を十

分調査すること。 

 

注１ 

複数台の場合は、 

機器相互の関係を

十分考慮して墨出

しすること。 

 

高 さ の 墨 出 し 

注２ 

土木、建築の基準点（ベンチマーク）より

室内の適切な位置に基準線を墨出しする。 

 

基準線より据付中心線を誘導し、墨出しす

る。 

 

副基準線より据付高さを墨出しする。 

監督職員確認 

続  く 

監督職員立会 
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                               位置 

 大きさ 

                               深さ 

                               途中の倒れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

据付基礎の点検 

 

コンクリート打設 

充填部の目荒し 

基礎箱抜穴の点検 

 

ライナーの設置 

 

ポ ン プ 据 付 

（一次芯出し） 

グ ラ ウ チ ン グ 

 

据付精度の測定記録 

 

 

化粧モルタル仕上 

 

機 器 仕 上 塗 装 

 

試  運  転 

 

続  き 

監督職員確認 

ポンプベースの 

据 付 

吸込・吐出フランジの位置設定 

レベル設定 

水準器にて確認 

アンカーボルト仮締め 

付 属 品 取 付 

 

本 芯 出 し 

 

アンカーボルト増締 

据付精度の測定記録 

 

 

監督職員確認 

塗膜測定及びその記録 

監督職員立会 
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② 墨出し及び測定の要領 

測 定 項 目 測 定 要 領 測  定  個  所  図 

据付面の基準線

及び基準点の確

認 

据付面の基準は、基

準点（ベンチマーク）

から図面寸法及び現地

状況により機器の軸芯

を通る中心線を決定

し、基準面に墨出しを

する。 

この場合、建屋の柱

及び壁など建屋内の配

置をチェックする。 

 

 

搬入口の実測 

 

 

 

 

 

 

 

 

建屋への搬入口の位

置確認及び幅、高さの

寸法を実施する。 

建屋内搬入孔(マシ

ンハッチ)についても

寸法を実測する。 

 

（注） （１）複数台数ある場合には、相互の関連を充分考慮し、墨出しを行うこと。 
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③ 据付標準基礎図 

 

 

 

設計条件・仕様 

全揚程 15m 

 

特記事項 

1.鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄは、 

σck=24N/mm2 

とする。 

 

 

施工注意事項 

（注記） 

 

 

 

 

図面名称 

汚 泥 ポ ン プ 

（一軸ﾈｼﾞ式） 

据 付 標 準 基 礎 図 

図面番号 
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④ 試験・試運転  

 

種 別 試 験 内 容 判定方法及び基準 記録事項 判定 摘 要 

電動機 運

転

準

備 

絶縁抵抗測定 低圧電動機はケーブルも含めた絶

縁抵抗が 0.2MΩ以上であること。 

但し、高圧電動機については特に規

定しないが、1MΩ以上であることが

望ましい。 

絶縁抵抗値 

 

 電気設備技術

基準による。 

単独 

 

運 

転 

確 

認 

回 転 方 向 ポンプ、電動機間のカップリング又

はベルトを切放して寸勤し、銘板記

載の回転方向に合致していること。 

   

ポンプ 

 

 

性 
 

能 
 

確 
 

認 

軸 封 水 弁 

検 知 器 の 

作 動 確 認 

手動で軸封水弁をON、OFFして、

検知器が作動すること。及びこれに

より電動機がON、OFFすること。 

   

関連する自動弁

の確認 

(1)自動弁の全閉全開リミットスイ

ッチの作動と実態が合致してい

ること。(開閉方向) 

(2)過トルクスイッチ、インターロ

ックスイッチが実態と合致して

いること。 

(3)シーケンス上の動作が所定通り

であること。 

   

負荷試験 

運 
 
 

転 
 
 

確 
 
 

認 

電 流 電動機は定格電流を超過していな

いこと。 

   

軸 受 温 度 電動機の軸受温度が規定値を超過

していないこと。 

   

メカニカルシー

ル部 

メカニカルシール部が過熱してい

ないこと。 

   

冷却水・潤滑水 正常に流れていること。    

振 動 電動機頭部において規定値以内で

あること。 

   

騒 音 指定値のある場合は、測定値の算術

平均が指定値以内であること。又、

異常音がないこと。 

   

吐 出 圧 力 吐出圧力に異常(極端な高圧、低圧

振れ)が認められないこと。 
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 ⑤ 施工記録 

施工管理記録 

汚泥ポンプ(一軸ネジ式)芯出し測定表 

(直結型) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 名 称  

施 工 場 所  測定年月日  

機 器 名 称  測 定 者  

機番（Ｎｏ）  立 会 者  
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施工管理記録 

汚泥ポンプ(一軸ネジ式他)プーリー測定表 

(ベルト型) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 名 称  

施 工 場 所  測定年月日  

機 器 名 称  測 定 者  

機番（Ｎｏ）  立 会 者  
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施工管理記録 

汚泥ポンプ(一軸ネジ式)軸受温度測定表 

(直結型、ベルト型) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 名 称  

施 工 場 所  測定年月日  

機 器 名 称  測 定 者  

機番（Ｎｏ）  立 会 者  
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施工管理記録 

汚泥ポンプ(一軸ネジ式)振動測定表 

(直結型、ベルト型) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 名 称  

施 工 場 所  測定年月日  

機 器 名 称  測 定 者  

機番（Ｎｏ）  立 会 者  
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